
資料１

株式ゲーム大会の実施要領

１  学習の目的

（１） 株の売買を通してデータ処理の基本を学ぶ。

（２） 売買による資産の増減について、理由を考えて（仮説を立てて）科学的に

検証する。

２  方法

（１）チームごとに株の売買をシミュレーションして順位を決める。

ア  １チームは２～３名で編成する。

イ  実施期間は５月から１２月までとする。

（２）資金は各チーム１０００万円とし、株の売買は火曜日の朝に提出（書式１）

  する。但し、月曜日が学校の休業日の場合には水曜日とします。

ア  月曜日の放課後までに各チームで検討しておく。

イ  下記の要領に従って、グループごとにレポートを提出する。

（ア）  A社の株を売って B 社の株を購入する場合：その理由を記入する。

（イ） 株の売買をしない場合：今の持ち株を保有し続ける理由を記入する。

３  評価

　（１）（あくまでも数学の授業なので）もうかったかどうかではなく、提出レポー

ト（書式２）の分析内容で評価する。（採点は担当教諭が行う）

　　　ア  数学的な分析に優れたレポート　　　　　　 A：３　 B ：２　 C ：１

　　　イ  政治・経済的や社会的に優れたレポート　　　　　  B ：２　 C ：１

　　　ウ  その他で優れたレポート　　　　　　　　　　　　　　　　  C ：１

 　　　　　＊毎回のレポート点は０～６で、月末に順位をつけて発表します。

（２）月初めに報告会（書式２他）を実施し、発表内容や方法を評価する。（評価

は生徒が行い、グループごとに他のグループへ２票を投じる。）

　   　　　１位：３点　　２位：２点　　３位：１点

（３） ５～１１月までの毎月の得点の合計で優勝（成績）を決めます。　　　

毎月の得点

　　　　レポート提出が月１回（発表会はしない）　０～　６点

　　　　レポート提出が月２回（発表会はしない）　０～１２点

　　　　レポート提出が月３回（発表会を行う）　　０～２１点

　　　　レポート提出が月４回（発表会を行う）　　０～２７点

　　　　レポート提出が月５回（発表会を行う）　　０～３３点

（４）（３）の合計点は授業の平常点として扱います。

　　　１年を通して

非常に優れた発表や分析（評価 A）：学年末評価に１０点を加算

優れた発表や分析（評価 B ）　　  ：学年末評価に６点を加算

努力が認められる分析（評価C）  ：学年末評価に２点を加算

（ 以 下 略 ）
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